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◎図１ ワーキングプアとハウジングプア 
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◎図２ ハウジングプアの全体像概念図 

 住まいの不安定性（相対的な比較） 低 
                          Ｃ：「家はあるが、居住権が侵害されやすい状態」   会社名義の賃貸住宅、借家人の権利を制限する契約内容の賃貸住宅など。                        Ｂ：「屋根はあるが、家がない状態」 ドヤ、施設、ネットカフェ（2007 年 8月の厚生労働省推計で全国 5400 人）、サウナ、カプセルホテル、個室ビデオ店、ファストフード店、友人宅、飯場、病院等                     Ａ：「屋根がない状態」       野宿状態（路上、公園、河川敷など）                    2009 年 1月の厚生労働省調査で全国 15759人 高  「ホームレス」：この法律において「ホームレス」とは、都市公園、河川、道路、駅舎その他の施設を故なく起居の場所とし、日常生活を営んでいる者をいう。（ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法）（図のＡ） 「homeless」：「自分の権利」として主張できる「適切な住居」を持っていない状態（Ａ＋Ｂ） 「ハウジングプア」：貧困ゆえに居住権が侵害されやすい環境で起居せざるをえない状態（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）       

暮らしの難民化暮らしの難民化暮らしの難民化暮らしの難民化        
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◎図３ 経済的な貧困とつながりの貧困 

 

                               ワーキングプア 

              経済的な貧困    

                               ハウジングプア 

   貧困                     

                               他者とのつながりの欠如 

              つながりの貧困    

                               自分とのつながりの切断 
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   1998 年 ＊「無縁死」 年間 32000 人、うち身元不明 1000 人 
 

図４ 貧困と差別 

戦後日本社会の「トリクルダウン理論」（「おこぼれ経済」） 

    自民党政府      業界団体      企業     家族    個人 

男＞女   正＞非   若＞老   高＞低   日＞外   健＞障   複＞単 ・・・ 

 ・母子家庭の貧困率 66％  貧困を見るまなざしにも差別がある。 ・国家が人生設計を行なう「人生すごろく」から、個人をベースにした「自由と生存」を保障する社会へ 
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◎＜もやい＞の活動紹介  ・入居支援事業：路上・施設・病院など広い意味での「ホームレス状況」にある方々がアパート入居する際に連帯保証人を提供。累計で約 1500 世帯。 ・生活相談・支援事業：入居後のよろず相談を受けていたが、最近は入居支援事業利用者以外の外部からの相談が増加。生活保護申請同行の件数が急増している。「福祉事務所で門前払いされた人々の駆け込み寺」。 ・交流事業：入居後の社会的孤立を防ぐため、交流サロン（毎週土曜日）やレクリエーション企画などを開催。東ティモールのフェアトレードコーヒーの自家焙煎・販売にも取り組んでいる。 ・他に緊急一時保護センターなどへの面会相談や、広報活動、学校や地域での人権啓発活動など。 
 

                              

 

     社会資源の充実                                       当事者の 

                              エンパワーメント 

 

          生活相談・支援                                            「居場所」の確保          トラブル対応         生活困窮者の          自信を持つ          多重債務対応          “溜め”“溜め”“溜め”“溜め”            受け入れられる場            救急対応                       の拡大                   技能を活用できる場           精神的ケア                        自分が尊重される        生活保護申請付添い                      友人ができる           緊急貸付                         情報を増やす   ＊湯浅誠『反貧困―「すべり台社会」からの脱出」（岩波新書）P140 より  
 

◎参考文献一覧  『現代の貧困』 岩田正美 ちくま新書 『ルポ 最底辺』 生田武志 ちくま新書 『住宅政策のどこが問題か』 平山洋介著 光文社新書 『貧困襲来』 湯浅誠 山吹書店・ＪＲＣ 『反貧困―「すべり台社会」からの脱出』 湯浅誠 岩波新書 『どんとこい、貧困』（よりみちパン！セ） 湯浅誠 理論社 『若者と貧困』 冨樫正孝ほか編著 明石書店 『貧困のリアル』 稲葉剛・冨樫匡孝 飛鳥新社 『ハウジングプア』 稲葉剛 山吹書店 『つながりゆるりと』 うてつあきこ 自然食通信社 


